
紹

介

園
家
文
物
局
主
編

『
中
園
文
物
地
園
集
』

(
〉
ロ
〉
己
印
印

O
日
の
}
ニ
ロ
命
的
ぬ
の
ロ
ゴ
ロ
円
弘
同
色
お
臼
)

愛

r'-ー，

石

7c 
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国
務
院
文
化
部
管
下
の
園
家
文
物
局
が
主
導
し

て
、
直
轄
市

・
省

・
民
族
自
治
匿
の
文
化
鷹
や
文

物
局
が
考
古
撃
や
歴
史
撃
の
専
門
家
を
動
員
し
て

個
々
の
行
政
直
内
の
歴
史
遺
跡
を
、
古
代
か
ら
近

現
代
に
ま
で
わ
た
っ
て
き
わ
め
て
詳
細
に
採
録
し

た
『
中
閤
文
物
地
園
集
』
の
刊
行
は
、
中
園
の
歴

史
研
究
者
に
と
っ
て
現
地
の
賓
地
踏
査
を
行
う
上

で
非
常
に
役
立
つ
待
望
の
工
具
書
と
言
う
こ
と
が

出
来
よ
う
。
と
く
に
石
刻
に
関
し
て
は
、
歴
代
の

著
名
な
石
刻
の
み
な
ら
ず
、
地
方
志
に
著
録
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
石
刻
の

具
程
的
な
所
在
や
現
状
を
知
る
こ
と
も
可
能
と
な

り
、
利
用
債
値
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
前
言
」
に
振
る
と
、
一
九
八

0
年
代
に
全
園
的

に
大
規
模
な
文
物
調
査
が
な
さ
れ
、
従
来
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
歴
史
遺
跡
や
遺
物
が
数
多
く
確
認

さ
れ
た
。
園
家
文
物
局
で
は
こ
の
調
査
で
得
ら
れ

た
成
果
を
『
中
園
文
物
地
圏
集
』
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
刊
行
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
の
全
慢
構
想

は
各
省
・
民
族
自
治
直

・
直
轄
市
を
そ
れ
ぞ
れ
分

所
と
し
て
計
三
一
般
、
及
び
全
園
重
要
文
物
分
慨

を
一
別
加
と
し
て
刊
行
し
よ
う
と
い
う
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
出
版
計
董
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
ご
二
分
般
の
内
誇
は
、

(
1
)
河
北
省
、

(
2
)

山
西
省
、

(
3
)
遼
寧
省
、
(
4
)
吉
林
省
、
(
5
)

黒
龍
江
省
、

(
6
)
江
藤
省
、

(
7
)
品
川
江
省
、

(
8
)
安
徽
省
、

(
9
)
一服
建
省
、
(
日
)
江
西
省
、

(
日
)
山
東
省
、

(ロ
)
河
南
省
、
(
日
)
湖
北
省
、

(
比
)
湖
南
省
、
(
日
)
庚
東
省
、
(
日
)
海
南
省
、

(
げ
)
四
川
省
、

(
日
)
貴
州
省
、

(
刊日
)
雲
南
省
、

(
初
)
侠
西
省
、

(
幻
)
甘
粛
省
、
(
幻
)
青
海
省
、

(
幻
)
内
蒙
古
自
治
匿
、

(μ)
庚
西
社
族
自
治

医
、
(
お
)
西
裁
自
治
匿
、
(
お
)
寧
夏
回
族
自
治

医
、
(
幻
)
新
翠
維
吾
爾
自
治
匿
、
(
お
)
北
京
市
、

(
m
U
)

天
津
市
、

(ω)
上
海
市
、
(
担
)
重
慶
市

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
内
、
現
時
鈷

(二

O
O三
年
八
月
時
黙
)
で
は
下
記
の
八
種
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

川
園
家
文
物
局
主
編

・
庚
東
省
文
化
腐
編

『中
園
文
物
地
闘
集
贋
東
分
所
』

庚
東
省
地
園
出
版
枇
、
一
九
八
九
年
九
月
、

地
圏

・
圃
版

・
窮
英
二

一
四
頁
、
文
物
車
位

筒
介
二
七
六
頁
、
索
引
な
し
、
六
O
元
。

山
圏
家
文
物
局
主
編

・
河
南
省
文
物
局
編
制

『中
園
文
物
地
園
集
河
南
分
断
』

中
園
地
園
出
版
社
、
一
九
九

一
年
一
一
一
月
、

地
圏
・
圏
版

・
寓
員
三

O
O頁
、
文
物
車
位

筒
介
五
七
六
頁
、
索
引
六
六
頁
、
一
六

O
元
。

川
園
家
文
物
局
主
編
・
吉
林
省
文
化
膳
編
制

『中
園
文
物
地
園
集
士
口
林
分
冊
』

中
園
地
園
出
版
社
、
一
九
九
三
年
一

O
月、

地
国

・
園
版

・
鶏
糞
一
五
六
頁
、
文
物
車
位

簡
介
一
二
八
頁
、
索
引
三
四
頁
、
九
八
元
。

川
園
家
文
物
局
主
編
・
青
海
省
文
化
磨
編
制

『中
園
文
物
地
園
集
車
円
海
分
冊
』

中
園
地
園
出
版
壮
、

一
九
九
六
年

一月、

地

園

・
園
版

・
篤
英

一
二
五
頁
、
文
物
車
位
簡

介
一
八
六
頁
、
索
引
二
九
頁
、
二

O
元。

附
図
家
文
物
局
主
編

・
湖
南
省
文
物
局
編
制

『中
園
文
物
地
園
集
湖
南
分
加
』

湖
南
地
園
出
版
社
、
一
九
九
七
年
九
月
、
地

園
・
圏
版
・
骨
局
員
二
三
O
頁
、
文
物
車
位
簡

介
四
五
六
頁
、
索
引
六
九
頁
、
附
録
一
四
頁
、

二
四
八
元
。

川
園
{
ゑ
文
物
局
主
編

・
侠
西
省
文
物
事
業
管

理
局
編
制

「中
園
文
物
地
園
集
侠
西
分
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加
』
全
二
皿山

中
園
地
図
出
版
社
、

一
九
九
八
年

一
二
月、

地
岡

・
図
版
・
宮
内
員
五

O
九
頁
、
文
物
皐
位

簡
介

一
二
二
三
頁
、

索
引

一
四
八
頁
、
七

一

O
元
。

川

園
家
文
物
局
主
編

・
雲
南
省
文
化
腐
編
著

「中
園
文
物
地
園
集
雲
南
分
品
川
』

雲
南
科
技
出
版
一
位
、

二
O
O
一
年
三
月
、
地

園
・
図
版

・
骨
包
堅
二

O
頁
、
文
物
留
十
位
簡

介
二
九
五
頁
、
索
引
三
五
頁
、
附
録

一
四
頁
、

二
二
五
元
。

川
川
園
家
文
物
局
主
編
「
中
園
文
物
地
園
集

天
津
分
冊
』

中
園
大
百
科
全
書
出
版
紅
、

二
O
O
二
年

一

月
、
地
固

・
園
版

・
篤
員
一
五
三一
頁
、
文
物

向
車
位
関
介
二
ハ

O
頁
、
索
引

一
四
頁
、

二
O

O
元
。

ま
ず
本
地
園
集
の
内
容
を
概
観
す
る
た
め
に
、

全
刑
に
共
通
す
る
一

0
項
目
の
「
凡
例
」
の
大
要

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

-
こ
の
地
園
集
シ
リ
ー
ズ
は
、
各
省

・
自
治

直

・
直
轄
市
の
分
所
と
金
閣
重
要
文
物
の

分
冊
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
前
者
は
文
物
の

調
査
と
そ
の
現
朕
に
つ
い
て
の
概
説
、
序

岡
、
文
物
地
園
(
専
題
文
物
園
、
市
・
豚

文
物
園
)
、
重
要
文
物
園
、
文
物
単
位
の

簡
単
な
紹
介
、
文
物
車
位
の
索
引
か
ら
な

る
。

2
.
原
則
と
し
て
、
数
度
の
文
物
調
査
を
経
て

確
認
さ
れ
た
遺
跡
や
遺
物
を
牧
録
し
、

一

部
に
保
護
の
た
め
に
移
築
さ
れ
た
古
建
築

と
移
宣
さ
れ
た
碑
刻
を
含
む
。

3
.
牧
録
し
た
文
物
は

一
九
四
九
年
ま
で
と
し
、

四
九
年
以
後
の
も
の
は
各
級
の
文
物
保
護

軍
位
に
指
定
さ
れ
た
も
の
の
み
と
す
る
。

4
.
調
査
さ
れ
た
り
後
掘
さ
れ
た
古
遣
社
と
墓

葬
、
す
で
に
壊
れ
た
古
建
築
で
元
の
場
所

に
は
何
も
残
ら
な
い
が
、
依
捺
す
べ
き
記

録
資
料
が
あ
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
の

所
在
地
に
「
簡
介
」
と
し
て
記
し
た
。

5

牧
録
し
た
移
動
す
る
こ
と
の
な
い
文
物
は

七
種
の
大
分
類
と
二
七
種
の
小
分
類
に
匝

分
し
、
地
圏
上
に
そ
れ
と
判
別
出
来
る
符

競
で
表
示
し
た
(
七
大
分
類
及
び
二
七
小

分
類
は
、

1
古
遺
社

[
l

洞
穴
と
緊
落

社、

2
・
古
城
社
、

3
.
長
城
遣
社
、

4

燐
燈

・
燐
火
蓋
遣
社
、

5-
古
遁
遣
社
、

6

古
運
河

・
渠
這
遺
祉
、

7

古
窯
社
、

8
・
そ
の
他
の
古
遺
壮
]
、

2
古
墓
葬
、

3
古
建
築

[9

木

造

建

築

、

山

古

塔

・
経
随
、
日
古
橋
、
辺
古
城
、
日

開
隆
、

u・
古
道
、
日
.
古
運
河

・
渠
遁
、

日
園
林
、

η
そ
の
他
の
古
建
築
]
、

4
石
窟
寺
及
び
石
刻

[国
石
窟
寺
、

ω

碑
刻
、

m・
岩
輩
、
幻
・
そ
の
他
の
石

刻
]
、

5
近
現
代
の
重
要
史
跡
{
勾
革

命
史
跡
、
ぉ
.
そ
の
他
の
重
要
史
跡
]
、

6
近
現
代
の
代
表
的
建
築

[弘
・
中
圏
各

民
族
の
特
色
を
も
っ
建
築
、
ぉ
.
外
園
風

の
建
築
]
、

7
そ
の
他
の
文
物
、
で
あ
る
。

こ
の
内
、

2
古
墓
葬
と

7
そ
の
他
の
文
物

は
小
分
類
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
賓

際
の
小
分
類
は
二
五
種
と
な
る
)。

6
同
時
代
ま
た
は
異
な
る
時
代
で
関
連
し
な

が
ら
分
類
を
異
に
す
る
文
物
で
同

一
場
所

に
存
在
す
る
も
の
は
、
主
た
る
文
物
の
分

類
に
入
れ
、
「
文
物
車
位
簡
介
」
に
お
い

て
説
明
を
加
え
た
。

7

一
カ
所
の
文
物
車
位
の
分
布
範
園
が
庚
域

に
わ
た
り
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
文
物
の
数

量
が
多
く
か
つ
か
な
り
重
要
な
場
合
に
は
、

主
た
る
文
物
の
分
類
の
下
で
注
記
し
た
。

8
文
物
単
位
に
附
さ
れ
た
番
競
は
豚
級
行
政

匿
を
分
類
車
位
と
し
て
順
番
を
附
け
、
線

香
競
と
分
類
番
競
と
に
匿
別
し
た
。
各
分
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類
で
は
時
代
順
に
番
競
を
附
し
た
。
際
域

が
跨
が
る
よ
う
な
比
較
的
大
規
模
な
文
物

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
懸
の
文
物
地
園
中
に
記

し
、
「
文
物
車
位
簡
介
」
に
お
い
て
説
明

を
加
、
え
た
。

9
.

文
物
車
位
の
名
稽
は
原
則
と
し
て
正
式
名

稽
(
朗
字
名
)
と
し
、
一
部
で
は
一
般
的
な

通
穏
を
用
い
た
。
命
名
し
よ
う
の
な
い
文

物
は
所
在
地
の
村
落
名
や
地
理
的
名
稽
を

用
い
た
。

日
年
代
は
中
園
歴
史
挙
界
で
公
認
さ
れ
て
い

る
紀
年
を
採
用
し
た
。
古
人
類
や
古
脊
椎

動
物
の
化
石
の
出
土
地
は
地
質
撃
の
年
代

を
用
い
た
。
有
史
以
後
は
王
朝
名
を
使
用

し
た
。

一
部
の
漫
境
地
域
の
文
物
で
い
ず

れ
の
王
朝
時
代
に
岡
崎
す
る
の
か
決
め
難
い

も
の
で
、
お
お
よ
そ
青
銅
器
時
代
と
認
め

ら
れ
る
も
の
は
青
銅
時
代
と
し
た
。
一

九

一
二
年
以
後
の
近
現
代
の
文
物
は
、
西
暦

紀
年
を
用
い
た
。

こ
の
「
凡
例
」
に
よ
っ
て
各
分
冊
の
概
要
は
知

り
得
る
と
思
う
が
、
既
刊
の

『限
西
分
品
川
』
を
例

に
と
っ
て
よ
り
具
程
的
な
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
い
。
上
下
二
珊
の
上
慨
は
序
固
と
し
て
全

園
の
政
直
圏
、
陳
西
省
の
政
直
園

・
地
勢
固
・
交

通
園
を
掲
げ
る
。
次
に
段
周
時
代
か
ら
清
代
ま
で

の
一
一
一
種
の
歴
史
地
園
(
四
三

O
蔦
分
の
一
)
が

あ
る
。
そ
し
て
専
題
文
物
園
と
し
て
「
文
物
問
単
位

分
布
園
」
、
「全
園
及
び
省
重
結
文
物
保
護
軍
位

園
」
、
「
歴
史
文
化
名
城
園
」
、
「
既
愛
掘
重
要
遣

社
・
墓
葬
圏
」
、
奮
石
器
・
新
石
器
時
代
か
ら
近

代
に
至
る
歴
代
の
遣
社
圏
、
「
古
城
祉
国
」
(
以
上

二
五
O
高
分
の

二
、
「
長
城
遺
存
園
」

(一

七

O

蔦
分
の

こ
、
「
古
代
帝
王
陵
墓
園
」
(
七
四
蔦
分

の

こ
、
「
古
遁
路
・
橋
梁
遺
存
国
」
、
「
古
代
水
利

遺
存
圏
」
、
「
古
塔
圃
」
、
「
石
窟
寺

・
造
像
碑
及
び

経
随
園
」
、
「
重
要
碑
刻
及
び
摩
崖
題
刻
園
」
、
「
革

命
根
擦
地
史
遊
園
」
(
以
上
二
五

O
高
分
の
こ

を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
か
な
り
詳
し
い
概
説
が
附

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
描
明
け
て
陳
西
省
管
下
の

西
安
市
を
含
む

一一-一
市
と
八
三
燃
の
文
物
園
(
一

O
寓
分
の
一
3
{

五
五
高
分
の

一
)
が
あ
り
、
遺
跡

の
現
地
踏
査
を
い
か
に
密
度
の
濃
い
も
の
に
出
来

る
か
は
こ
の
市

・
際
文
物
園
の
利
用
如
何
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
市
・
際
文

物
園
の
利
用
債
値
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
。

下
珊
の
「
文
物
同
単
位
簡
介
」
で
は
文
物
園
に
示
さ

れ
た
全
て
の
遺
跡
や
遺
物
の
時
代
、
現
状
、
そ
し

て
所
在
地
を
各
懸
別
に
編
番
競
を
附
し
て
郷
銀
下

の
村
落
名
ま
で
明
記
し
て
概
説
し
、
文
物
園
と
文

物
簡
介
を
併
せ
参
照
す
る
こ
と
で
、
よ
り
綴
密
な

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
可
能
と
な
る
。
宋
の
張
嘘
が

著
し
た
唐
の
古
都
長
安
南
郊
の
史
跡
探
訪
記

『数一

城
南
記
』
、
元
の
納
新
が
河
北
か
ら
河
南
に
か
け

て
史
跡
を
巡
り
歩
い
た
記
録

『河
朔
訪
古
記
』
の

現
状
を
筆
者
が
現
地
調
査
し
た
際
に
、
既
刊
の

『河
南
分
珊
』
と

「峡
西
分
冊
』
は
き
わ
め
て
マ

イ
ナ
ー
な
歴
史
遺
祉
を
も
記
し
て
く
れ
て
い
る
た

め
に
、
大
い
に
役
立
っ
た
。
ま
た
下
珊
で
は
、
新

た
に
確
認
さ
れ
た
重
要
な
遺
跡
や
遺
物
に
つ
い
て

は

『文
物
』
、
『考
古
』
、
『考
古
奥
文
物
』
、
『文

博
』
な
ど
の
調
査
報
告
や
後
掘
簡
報
の
掲
載
巻
放

を
注
記
し
て
あ
り
、
よ
り
詳
し
く
知
る
た
め
の
便

宜
も
闘
ら
れ
て
い
る
。

既
刊
八
冊
を
通
観
し
て
、
本
地
園
集
を
利
用
す

る
際
に
注
意
す
べ
き
い
く
つ
か
の
貼
を
指
摘
し
て

お
こ
う
。
よ
り
古
い
時
代
の
時
代
比
定
に
や
や
問

題
が
あ
る
こ
と
、
と
く
に
最
古
の
王
朝
と
さ
れ
る

夏
王
朝
の
歴
史
的
賓
在
が
既
定
の
事
賓
と
さ
れ
て

夏
の
遺
祉
と
稽
す
る
も
の
が
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

他
に
も
時
代
考
設
に
ま
ま
不
正
確
な
も
の
や
誤
り

が
あ
る
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。
次
に
本
地
園
集

を
よ
り
有
数
に
利
用
す
る
た
め
の
留
意
黙
を
記
し

て
お
こ
う
。
康
範
囲
に
黙
在
す
る
歴
史
遺
跡
を
限
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ら
れ
た
時
間
内
に
出
来
る
だ
け
放
率
よ
く
踏
査
す

る
に
は
、
移
動
時
聞
を
節
約
す
る
た
め
に
高
速
遁

路
を
有
数
に
利
用
す
る
の
が
よ
い
。
地
域
に
よ
る

差
は
あ
る
も
の
の
、
今
や
中
園
の
高
速
道
路
は
年

間
二
0
0
0
1
一二

O
O
O
M
と
い
う
驚
異
的
な
建

設
速
度
で
伸
び
て
お
り
、
各
分
所
は
刊
行
時
黙
で

開
通
し
て
い
る
高
速
遁
路
し
か
記
し
て
い
な
い
。

本
国
を
用
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
数
率
よ
く
行

う
た
め
に
は
、
高
速
遁
路
延
伸
の
最
新
情
報
を
入

手
し
て
お
く
こ
と
が
飲
か
せ
な
い
。

既
刊
八
加
で
は
、
例
え
ば

『天
津
分
所
』
が
三

二
七
頁
の
分
量
で
あ
る
の
に
釘
し
て

『陳
西
分

所
』
は
一
八
八

O
頁
と
お
よ
そ
六
倍
近
く
も
あ
り
、

各
加
に
は
内
容
的
な
密
度
の
濃
淡
が
か
な
り
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
的
背
景
一
と
そ
れ
に
伴
う

遺
祉
の
分
布
の
多
寡
に
よ
る
首
然
の
結
果
で
は
あ

る
が
、
各
分
加
の
利
用
度
に
は
大
き
な
格
差
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
近
刊

に
な
る
ほ
ど
償
格
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
今
後
の

綴
刊
の
債
格
が
大
い
に
気
懸
か
り
で
あ
る
。
『
陳

西
分
皿
山
』
は
金
二
加
の
巨
冊
で
は
あ
る
が
、
七
二

O
元
と
い
う
の
は
日
本
で
購
入
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
あ
ま
り
に
も
高
額
に
過
ぎ
る
と
い
う
の
が

筆
者
の
率
直
な
思
い
で
あ
る
。

。o
E
3
2
E
5
E
m巾

(
u
b

む
と
ご
』
h
Q
h
h
O
3
0」
「
入
山
」
「
m
b
h
N
S
N
h
円お
お

宿

穣

葉

本
書
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
お
よ
び
北
西
イ
ン

ド
地
域
の
古
代
史
に
興
味
を
持
つ
者
で
あ
れ
ば

一

度
は
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
探
検

家
、
考
古
筆
者
(
好
古
家
と
い
う
方
が
相
臨
ほ
し
い

か
も
し
れ
な
い
が
)
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
マ
ッ
ソ
ン
の

許
停
で
あ
る
。
賓
は
本
書
の
最
初
の
出
版
は

一
九

八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
部
数
が

出
回
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
筆
者
は
初
版
時
に

は
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
。
今
回
の
再

刊
は
、
幾
分
か
は
近
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
世
界

の
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
こ
と
の
お
か
げ
な
の
だ

ろ
う
。

一
九
世
紀
に
お
け
る
最
初
の
グ
レ
ー
ト

・

ゲ
l
ム
の
渦
中
に
い
た
マ
ツ
ソ
ン
の
生
涯
が
、
二

O
世
紀
の
グ
レ
ー
ト

・
ゲ
ー
ム
の
悲
惨
な
結
果
を

我
キ
が
目
に
し
つ
つ
あ
る
今
、
あ
ら
た
め
て
紹
介

さ
れ
る
こ
と
を
、
時
宜
を
得
た
と
形
容
す
べ
き
な

の
か
、
あ
る
い
は
皮
肉
な
こ
と
と
見
る
べ
き
な
の

か
。

著
者
で
あ
る
の
O

三
D
ロ
ヨ

T
5
コ
ι問。
卿
は
長

く
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
官
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
り
、

一
九
六
五
年
か
ら
六
八
年
の
三
年
関
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
大
使
と
し
て
カ
1

ブ
ル
に
駐
在
し
た
の
を

最
後
に
引
退
し
た
。
そ
の
後
は
叶
宮
〉
口
四
一0
・

1

「
7
2
ω
0
2
2可
の
の
「
白
戸『

を
つ
と
め
、
ま
た

ω
O
口
E
三
O
『

E
1
2
2
5
P凹
(
後
の
ω
O
口日

々
{
O円

ω
o
E
Y
〉印目白
ロ

ω
Z牛
5
印
)
の
メ
ン
バ

ー

で
も
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
一
九
九
五
年
に
亡

く
な

っ
て
い
る
。

本
文
は

一
八
八
頁
か
ら
な
り
、
そ
れ
が

一
八
の

章
に
分
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
平
均
す
る
と

一
章

あ
た
り
大
髄
一

O
頁
強
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
こ
の

構
成
か
ら
わ
か
る
通
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
一

般
向
け
に
書
か
れ
た
、
日
本
で
い
え
ば
「
新
書
」

の
よ
う
な
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
有
り
難

い
こ
と
に
英
語
も
随
分
と
平
明
で
譲
み
や
す
い
。

巻
末
に
は
簡
略
な
注
穫
と
参
考
文
献
表
、
索
引
が

附
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
叙
述
は
マ
ッ
ソ
ン
の
生
涯
を
お
っ
て
時

代
順
に
進
め
ら
れ
、
嘗
時
の
時
代
背
景
や
考
古
撃

的
知
識
の
有
り
様
に
閲
す
る
説
明
が
適
宜
そ
の
中

に
播
入
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
マ
ッ
ソ
ン
の
生
涯

の
劃
期
に
し
た
が
っ
て
、
便
宜
的
に
四
つ
の
時
期

に
分
け
て
内
容
を
紹
介
す
る
。
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